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第６編 参考資料 

第１章 参考資料 

１ 台帳 

１－１ 橋梁台帳 

橋梁を新設，更新または廃止した場合は，橋梁台帳を作成し，道路維持係や管理係

等の施設関係係へ引継ぎすること。 

橋梁台帳は「様式１～８」とし，当該工事で実施した内容に該当する様式に必要事

項を記入し（公財）鹿児島県建設技術センターへ，橋梁台帳一式と関係図面を情報提

供すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

橋梁台帳 

 

 

（主）○○○○○○○○線 

 

 

○○○地域振興局 
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橋梁台帳（○○○○橋） 

【台帳】 

C D 等

番 号 

様式－１ 位置図・道路現況台帳 

様式－２ 橋梁台帳（新設諸元） 

様式－３ 橋梁台帳（補修，改修内容） 

様式－４ 橋梁台帳（写真一覧表：新設） 

様式－５ 橋梁台帳（写真帳票：新設） 

様式－６ 橋梁台帳（写真一覧表：補修・改修） 

様式－7 橋梁台帳（写真帳票：補修・改修） 

様式－８ 橋梁台帳（提出図面一覧表） 

  

  

  

【委託】 

2/○ 測量設計委託成果品（電子納品） 

3/○ 地質調査委託成果品（電子納品） 

4/○ 橋梁予備設計委託（電子納品） 

5/○ 橋梁設計委託（電子納品） 

  

  

  

 など 

  

【工事】 

6/○ 下部工（Ａ1）工事成果品（電子納品） 

7/○ 下部工（Ａ2）工事成果品（電子納品） 

8/○ 下部工（Ｐ1）工事成果品（電子納品） 

9/○ 上部工（１／２）工事成果品（電子納品） 

10/○ 上部工（２／２）工事成果品（電子納品） 

  

  

 など 
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（様式－１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

橋梁台帳（位置図） 
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件
】

【
幅

員
（
ｍ

）
】

4
：
鋼

鋳
造

上
部

工

下
部

工

歩
道

5
：
橋

梁
用

ビ
ー

ム
型

防
護

柵

面
  
積

形
　

式

4
：
鋼

鋳
造

【
適

用
示

方
書

】

耐
震

補
強

2
0
：
平

成
8
年

 道
路

橋
示

方
書

（
平

成
８

年
度

) 
 Ⅰ

～
Ⅴ

2
0
：
平

成
8
年

 道
路

橋
示

方
書

（
平

成
８

年
度

) 
 Ⅰ

～
Ⅴ

2
1
：
平

成
1
4
年

 道
路

橋
示

方
書

（
平

成
１

４
年

度
)Ⅰ

～
Ⅴ

管
理

者

N
T
T
西

日
本

材
質
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 橋
梁

諸
元

作
成

情
報

2
0
1
5

年
3

月
1
0

日

年
月

日

補
修

・
改

修
内

容

※
改

定
年

月
日

確
認

者

（
係

及
び

氏
名

）

記
入

者

（
所

属
氏

名
）

道
路

維
持

係
　

○
○

　
○

○

道
路

維
持

係
　

○
○

　
○

○
工

事
名

3
0
.
5

対
応

区
分

7
：

伸
縮

装
置

補
修

及
び

改
修

内
容

3
1
2

ｍ
1
9
0
1
：

高
欄

全
長

の
取

替
え

/
上

部
工

/
補

修
・

改
良

/
高

欄

A
2

7
：

伸
縮

装
置

1
7
0
1
：

伸
縮

装
置

本
体

の
取

替
え

/
上

部
工

/
補

修
/
伸

縮
装

置
8

A
1

8
1
7
0
1
：

伸
縮

装
置

本
体

の
取

替
え

/
上

部
工

/
補

修
/
伸

縮
装

置

9
：

高
　

欄

単
位

数
量

備
考

ｍｍ

工
事

金
額

（
ﾌ
ﾘ
ｶ
ﾞ
ﾅ
）

橋
 
梁

 
名

0
5
0
1
1
0
3
7
0
0
0
5

0
5：

鹿
児
島

地
域

振
興

局
建
設

部
日

置
支

所

橋
梁

管
理

コ
ー

ド

1

路
線

番
号

所
 
在

 
地

路
線

名
称

発
注

年
度

1
0
3
7

地
域

振
興

局
名

（
主

）
伊

集
院

日
吉

線

設
計

活
荷

重
20

：
Ｂ
活

荷
重

(荷
重

載
荷

長
D=

10
ｍ

)

2 3
A
1
～

A
2

橋
梁

種
別

1
:
橋

適
用

示
方

書

番
号

径
間

名
及

び
下

部
工

名

作
成

年
月

日
マ

ル
マ

ル
オ

オ
ハ

シ

○
○

大
橋

（
様
式

-
3
）

橋
梁

台
帳

（
補

修
・

改
修

内
容

）

設
計

年
度

2
0
0
8

年
度

設
計

会
社

名

百
万

円

○
○

ｺ
ﾝ
ｻ
ﾙ
ﾀ
ﾝ
ﾄ
㈱

○
○

ｺ
ﾝ
ｻ
ﾙ
ﾀ
ﾝ
ﾄ
㈱

2
0
0
7

2
0
0
7

日
置

市
下

谷
口

大
字

○
○

地
内

第
○

号
県

単
橋

梁
整

備
（

○
○

大
橋

）

○
○

ｺ
ﾝ
ｻ
ﾙ
ﾀ
ﾝ
ﾄ
㈱

2
0
0
7
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（様式－4）

橋梁台帳（写真一覧表：新設）

①

②

③

④

⑤ 漢字

⑥ 河川名等

⑦ ひらがな

⑧ 完成年月日

⑨ 橋台方向へ向けて撮影

⑩ 橋台から橋脚方向へ撮影

⑪ 上部工設置枚数分

⑫ 桁等への記載箇所数分

⑬ 下部工設置枚数分

⑭ 下部工が鋼製の場合

⑮ 点検施設がある場合

⑯ 親柱がある場合

⑰ ｸﾞﾚｰﾄﾞｱｯﾌﾟまたは，特筆事項がある場合

⑱ ｸﾞﾚｰﾄﾞｱｯﾌﾟまたは，特筆事項がある場合

⑲ ｸﾞﾚｰﾄﾞｱｯﾌﾟまたは，特筆事項がある場合

⑳ ｸﾞﾚｰﾄﾞｱｯﾌﾟまたは，特筆事項がある場合

番号 提出枚数

起点方向から

終点方向から

上流方向から

下流方向から

写真内容

桁下写真（橋台方向）

桁下写真（橋脚方向）

橋歴板（上部工）

塗装履歴（上部工）

備考

やむを得ない場合は分割可。現場状況等で
撮影が不可能な場合は，監督職員と協議す
ることとする。

橋 名 板

合計枚数（ファイル）

グレードアップ等

グレードアップ等

グレードアップ等

グレードアップ等

橋歴板（下部工）

塗装履歴（下部工）

点検施設等

親柱関係
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（様式－6）

橋梁台帳（提出写真一覧表：補修，改修） A:着工前　B:完成

着工前 完成

Ａ Ｂ

① 起点方向から

② 終点方向から

③ 上流方向から

④ 下流方向から

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

⑳

やむを得ない場合は分割可。現場状況

等で撮影が不可能な場合は，監督職員

と協議することとする。

合計枚数（ファイル）

提出枚数

番号 写真内容 備考

小計枚数（ファイル）
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（様式－8）

橋梁台帳（提出図面一覧表 １／　　）
；ファイル拡張子は記入不要

図面
番号

ファイル名
図面
番号

ファイル名



 

6－1－14 

 

１－２ トンネル台帳 

トンネルを新設，更新または廃止した場合は，トンネル台帳を作成し，道路維持係

や管理係等の施設関係係へ引継ぎすること。 

トンネル台帳は「様式１～８」とし，当該工事で実施した内容に該当する様式に必

要事項を記入し（公財）鹿児島県建設技術センターへ，橋梁台帳一式と関係図面を情

報提供すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成○○年○○月 

鹿児島県土木部 

トンネル台帳作成マニュアル（案） 
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年
3

月
1
5

日
年

月
日

m m
有

1
4

箇
所

m
2

ｍ
有

2
8

箇
所

m
ｍ

無
箇

所

m
c
m

有
1

箇
所

m
c
m

無
箇

所

%
c
m

有
1
3

箇
所

ｍ
無

m
ｍ

無
個

m
ｍ

有
5
6

個

自
m

無
個

至
m

ｍ
無

箇
所

m
㎡

無
箇

所

台
/
日

無
箇

所

台
/
日

台
無

箇
所

%
無

箇
所

無
箇

所

無
箇

所

Ｔ
Ｄ

～
（

2
0

ｍ
）

Ｔ
Ｄ

～
（

1
0

ｍ
）

m
m

m
m

m
m

ｍ
Ｔ
Ｄ

～
（

3
0

ｍ
）

Ｔ
Ｄ

～
（

ｍ
）

Ｔ
Ｄ

～
（

ｍ
）

無
個

Ｔ
Ｄ

～
（

ｍ
）

ｍ
有

個
Ｔ
Ｄ

～
（

ｍ
）

ｍ
無

個
Ｔ
Ｄ

～
（

ｍ
）

ｍ
無

個
Ｔ
Ｄ

～
（

ｍ
）

ｍ
個

Ｔ
Ｄ

～
（

ｍ
）

【
担

当
者

】

2
0
0
3

年
度

2
0
0
4

年
度

2
0
0
3

年
度

2
0
0
5

年
度

円

確
認

者
（
係

・
氏

名
）

φ
0.

3
1
6
8

【
業

者
名

】

記
入

者
（
所

属
氏

名
）

○
○

建
設

　
○

○
　

○
○

道
路

維
持

係
　

○
○

　
○

○
本 体 施 工

○
○

・
×

×
建

設
工

事
業

導
企

業
体

調 査

○
○

地
質

調
査

㈱
設 計

○
○

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
㈱

○
○

地
研

㈱
○

○
設

計
㈱

そ
の

他

蛍
光

ラ
ン

プ
（
白

色
）

低
圧

ナ
ト

リ
ウ

ム
ラ

ン
プ

1
：
上

水
道

○
○

村
高

圧
ナ

ト
リ

ウ
ム

ラ
ン

プ

占
用

種
類

寸
法

管
理

者
名

蛍
光

水
銀

ラ
ン

プ

【
占

用
物

件
】

【
照

明
】

1
1

2
2
0

1
：
突

発
的

な
大

量
湧

水
等

で
施

工
を

長
期

間
中

断
し

た
箇

所

4
5
0

4
6
0

6
0
0

6
3
0

2
：
切

羽
の

著
し

い
崩

壊
で

施
工

を
長

期
間

中
断

し
た

箇
所

4
：
地

質
の

急
変

に
よ

る
2
ﾊ
ﾟﾀ

ｰ
ﾝ
以

上
の

支
保

変
更

し
た

箇
所

（
様

式
－

2
）

避
難

通
路

消
火

栓

非
常

用
電

話

押
ﾎ

ﾞﾀ
ﾝ
式

通
報

装
置

火
災

検
知

機

警
報

表
示

版

3
0

4
5

5
.8

避
難

誘
導

設
備

【
非

常
用

施
設

】

通
報

装
置

非
常

通
報

装
置

点
滅

灯

誘
導

表
示

板

3
0

換
気

種
別

ト
ン

ネ
ル

台
帳

（
新

設
諸

元
）

1：
自

然
換

気

6
1
.9

3
.8

0

6
.7

0

4
.5

0
5
.0

8
96

4
.0

右
　

　
側

左
　

　
側

7
0
0
.0

7
3
2
.0

5
0
0
.0

所
 在

 地
1
2
0
.0

重
方

向
率

0
：
上

下
線

共
用

1
：
掘

進
工

法

そ
の

他
設

備

建
築

限
界

高
さ

中
央

高
さ

換
気

台
数

舗
装

種
別

2
：
コ

ン
ク

リ
ー

ト
系

舗
装

面
積

上
半

ト
ン

ネ
ル

等
級

北
　

緯
 （

N
）

東
　

経
 （

E
）

路
線

名
称

完
成

年
次

路
線

番
号

道
路

規
格

内
空

断
面

積

フ
リ

ガ
ナ

○
○

ト
ン

ネ
ル

ト
ン

ネ
ル

名

最
大

土
被

り
マ

ル
マ

ル
ト

ン
ネ

ル
マ

ル
バ

ツ
ト

ン
ネ

ル

○
×

ト
ン

ネ
ル

9
：
第

３
種

第
３

級

2
：
補

助
ベ

ン
チ

付
全

断
面

工
法

ト
ン

ネ
ル

分
類

ト
ン

ネ
ル

工
法

4
：
ブ

ロ
ッ

ク
張

り
工

法

1
8
6

大
型

車
交

通
量

分
割

区
分

3：
な

し
通

行
規

制

現
況

区
分

1：
現

道
終

点
側

ク
ロ

ソ
イ

ド
1
7
5
.0

歩
道

幅
総

幅
員

【
幅

員
】

歩
道

幅
路

肩
幅

車
道

幅
路

肩
幅

車
道

幅
車

線
数

車
線

数

ト
ン

ネ
ル

管
理

コ
ー

ド
1
6
0
20

4
4
8
*
*
*
0

事
 務

 所
1
6
：
大

隅
地

域
振

興
局

建
設

部

1
8
.4

2
：
突

出
型

2
：
突

出
型

2
0
0
9

縦
断

勾
配

下
半

1
4
3
2
.0

作
成

年
月

日

計
画

交
通

量
1
1
6
6

上
半

起
点

側
ト

ン
ネ

ル
延

長

覆
工

半
径

1
5
0
.0

有
効

高
さ

2
0
04

年
1
0
月

縦
断

勾
配

符
号

N
0
28

:2
0
:0

4
.2

0

2
.5

2
：
上

り

3
：
Ｂ

E
1
29

:1
8
:4

6
.4

0

改
訂

年
月

日

4
.5

覆
工

厚

坑
門

長

終
点

側

起
点

側

終
点

側

下
半

イ
ン

バ
ー

ト

坑
門

形
式

0
4
4
8

国
道

４
４

８
号

線

肝
属

郡
肝

付
町

大
字

×
×

肝
属

郡
肝

付
町

大
字

△
△

5
.8

換
気

方
式

イ
ン

バ
ー

ト

曲
線

半
径

直
線

区
間

長

曲
線

区
間

長

0.
7
5

0
.5

0
3
.0

0

排
水

種
別

3
：
覆

  
  

工

2：
円

形
水

路
壁

面
種

類

天
井

種
類

【
特

殊
条

件
を

有
す

る
区

間
】

2
0
0

ラ
ジ

オ
再

放
送

設
備

3
.0

0
0
.5

0
3
.0

0

始
点

側
ク

ロ
ソ

イ
ド

舗
装

厚

拡
声

放
送

設
備

水
噴

霧
設

備

監
視

装
置

（
ＩＴ

Ｖ
）

1
5
.0

事
業

費
1
,5

0
0
,0

0
0
,0

0
0

1
0
.7

5

消
火

器
箱

給
水

栓

無
線

通
信

補
助

装
置

非
常

用
電

源
設

備

0
.3

5

消
火

設
備

非
常

用
駐

車
帯
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ト
ン

ネ
ル

諸
元

作
成

情
報

年
3

月
3
0

日

年
月

日

自 至

年
度

補
修

・
補

強
内

容

5
0
0

×
×

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト

地
域

振
興

局
名

（
ﾌ
ﾘ
ｶ
ﾞﾅ

）

ト
ン

ネ
ル

名

21
02

1
07

90
0
40

2
1
：
大

島
支

庁
建

設
部

工
事

名
2
0
.5

第
○

号
県

単
ト
ン

ネ
ル

整
備

（
○

○
ト
ン

ネ
ル

）

路
線

番
号

路
線

名
称

1
0
7
9

補
修

・
補

強
内

容

1
4
：
覆

工
部

内
面

の
防

水
モ

ル
タ

ル
の

塗
布

又
は

吹
き

付
け

21

補
修

・
補

強
番

号

0
3
：
舗

装
部

分
打

替
え

設
計

年
度

2
0
0
7

2
0
0
7

（
様

式
-
3
）

㎡

（
係

及
び

氏
名

）

記
入

者

作
成

年
月

日

単
位

数
量

ト
ン

ネ
ル

台
帳

（
補

修
・
補

強
内

容
）

マ
ル

マ
ル

ト
ン

ネ
ル

○
○

ト
ン

ネ
ル

ト
ン

ネ
ル

管
理

コ
ー

ド

所
 在

 地
（
主

）
名

瀬
瀬

戸
内

線

工
事

金
額

2
0
0
9

×
×

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト

設
計

会
社

名

大
島

郡
○

○
村

大
字

△
△

大
島

郡
○

○
村

大
字

×
× 2

0
0
8

㎡
3
0
0

備
考

百
万

円
発

注
年

度

（
所

属
氏

名
）

○
○

工
業

㈱
　

○
○

　
○

○

※
改

定
年

月
日

確
認

者
道

路
維

持
課

　
○

○
　

○
○
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（様式－5）

トンネル台帳（提出写真一覧表：補修・補強） A:着工前　B:完成

着工前 完成

A B

① 坑口（起点側）

② 坑口（終点側）

写真内容番号

提出枚数

備考

合計枚数（ファイル）

小計枚数（ファイル）

着工前と完成で坑口部の変更が無くても
必ず着工前，完成を各々撮影すること。

（様式－4）

トンネル台帳（提出写真一覧表：新設）

① 坑口（起点側）

② 坑口（終点側）

③ 名称版（起点側）

④ 名称版（終点側）

⑤ 履歴版（起点側）

⑥ 履歴版（終点側）

⑦ トンネル内

⑧ グレードアップ ｸﾞﾚｰﾄﾞｱｯﾌﾟまたは，特筆事項がある場合

⑨ その他 銘板（特殊条件区間），事業説明用看板等

備考

合計枚数（ファイル）

写真内容番号
提出枚数

（ﾌｧｲﾙ数）
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